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●小磯良平肖像間シリーズ
「肖像」（1940）

画
Ｉ
４

ｒ
ｉ
卜 鹸

剥
▼
可
則

Ｋ
串
ｑ
輔
１

五|

L、~､智

Ｆ
１
，
』

鶏Ｉ
p ■q

応鍵 再互一》

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



４

<汚さし､｡

''2′

,！'

砿〆念鐸稗

KＯＢＥＯＳＡＫＡＴＯＫＹＯ
ＫＯＢＥ●本店●エルペ店①ベージー店●ウイング店●さんちか店
●イヴ･ サンローラン店●西神ブﾚ ﾝ テｨ 店、ウイング, ､ 一バーランド店

ＯＳＡＫＡ●三番街店●ナピオ店、ﾐ ﾅ ﾐ 店●逓鉄店
T O K Y O ●銀座店、自由ケ丘店●日比谷店

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



斗 毎 斗 諏

》 郵 一 ハ

刃
『

ひ

『

斗
岸 三 毎 ゴ

』

… 雲 麹 雌 剣

惹 Ⅱ 即 自 、 『 皿 「 ｍ ｒ ヨ 、 （ 圏 一 ） 巴 望
勺

怪

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



､ 、

ｒ
一々

ｒ

しっとりとした焼き上がり。甘さをおさえた､ コクのあるまるやかな味わい。
デンマーク産クリームチーズを使い､ 季節に合わせてレモンを効かせていますも
、2 0 0 0 円●1 5 0 0 円●1 0 0 0 円⑧7 0 0 円●2 5 0 円( ピース）写真の商品は1 0 0 0 円で丈

クリ､ - ムチーズケーキ
※地域により､取扱い商品が異なる場合がありますbまた生ものですので､発送はご容赦願いま魂価格には､消賀税は含まれて
〒6 5 8神戸市東灘区御影本町6丁目1 1番１９号モロゾフ株式会社T E L ､ 0 7 8 ( 8 2 2 ) 5 0 0 0 ㈹

蓬画V L I フ
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暑中御見舞い申し上げます

人生脱皮
－苦しみの中から、新しさが生まﾅ ( る－

政治も、経済も、日本全体が苦しみの中から、
正しい新しさを模索しております。
個人が、企業が、自分の天職の中で、いかに天職を
大切にし、真禁な姿で物事に対処してきたかが、
問われている時であろうと思います。
私の天職と致します不動産業界においても、
私が１０年来申して参りました「どう活かすか」
の時代が、本当にやって参りました。
不動産活用の手法として、「所有」と「運営」の
仕組み造りの時が参ったと思います。
その為には、個人・企業は今まで以上に自己の
｢ 信用」と「信頼」の確立のために使命を果たし、
美しく大きく脱皮して行かなければならないと思います。
エルアイシーは新しい商業不動産の有効活用システムの
創造の為に、知識と知恵を振り絞って働いて参りますので、
一層のご支援ご相談を賜わりますようお願い申し上げます。

平成５年盛夏

株式会社エルアイシー
＝

代表取締役社長Ｆヨ

エルアイシーは不動産を芸術で考える会社です。

木幸夫

１商璽不動産事葉針画コンサルタント｜
鹸式会社エルアイシー〒菌O神戸市中央区海風中町6丁目9番地の1ポートアイランド回罵交流会館8FTEL-O78-3D2-4009・iIfFAX､078-302-1320
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日本的な塀の中に思いがけないアーリーアメリカン
風のハウスが２つ／
ここがファミリアのユニークな北野坂ハウスです。
広い庭には P q 季を通じて花や木が美しくティールー
ムではオルゴールの音をリトルシコップではホール
マークコレクションの他ヤングや大人のお買物をお
楽しみ下さい。
２階のギャラリーでは折々催しを行なっております。
小鳥と花水木がハウスマークです。

８月の催し

アンティーク
オルゴールコレクション
８/ ７①→８/ １５⑧( 有料）

荒木幸史の世界
コスモスファンタジー
８/ １７②→Ｂ/ ２２⑧

株式会社ファミリア故坂野通夫会長

思いH i の交友写真展
Ｂ/ ２５⑳→ｇ/ ５⑧

北野坂ハウス２Ｆ
リトルギャラリーにて

１１：00～１８:００

夏休みのひととき
ぜひお立ち寄り下さいませ

E琴藻三,R｡｡……s日｡？ＴＥＡＲＯＯＭ＆ＬＩＴＴＬＥＳＨＯＰ

ブァミリア北野坂ハウス
神戸市中央区北野町２丁目８－１T E L . ( 0 7 8 ) 2 2 2 - 3 5 3 5
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／ 、
アーバンリゾートフェア図９３協買

紬脆”つけものﾇヱラスタ| 、神戸

色①大桑合
頁圃ｏ７頁。いり､ り演・な，- 辛子Ｌ

■

一 責奈良態, ．封じ梅

普段食べることのない、日本各地のおいしい
｢ おつけもの」を一堂に集め、展示即売を行ない
ます･ 会場では福引き・キャラクターショウな
ど楽しい催しがいっぱい！ぜひお立寄り下さい。

入場料・無料

日一】平成５年９月４日出・５日（日）
ＡＭ１０: ００～P M 1 7 : ＯＯ

［壌所神戸国際展示場１号館
（〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 - 1 1 - 1 〉

主催／兵庫県漬物事業協同組合青年部会丑0 7 8 ( 8 4 1 ) ０５５１
後援／農林水産省・兵庫県・神戸市・全日本漬物協同組合連合会
協賛／( 社) 全国漬物検査協会、食品関連産業協会

兵庫県漬物事業協同組合
、 ノ

〆

、

'第7回神戸具象彫刻大貫展
会期平成５年９月１日( 水) ～1 0 月１１日( 月）

午前1 0 時～午後５時（無料）
会場神戸ハーバーランド特設会場
主催神戸市側 ) 神戸市民文化振興財団

鰯

読売新聞社読売テレビ

毒雪出品者
＝安藤泉居上真人
＝：井上麦荻野弘一
，Ｉ小林照尚坂井進省

．零駒無燕竹屋修

蕊蕊蕊
三好良彦吉本豊

罰6 個展の神戸市長1 Ｗt 戒) 作品

神戸具象彫刻展は具象彫刻の新しい方向を感じさせる独創的な
作品が数多く出品される一方、気鋭作家を世に紹介するなど、
わが国の具象彫刻界に新風を吹き込む彫刻展として、一定の評
価を得て参りました。今回はアーバンリゾートフェア神戸9 3 の
中心会場となるI ~ 神戸ハーバーランド」に会場を移し、一層の
内容充実を図って開催いたします。

エスキース優秀作品展
期間平成５年９月１５日( 水) ～1 0 月４日( 月）
会場神戸市役所市民ギャラリー

( 市役所１号館２階）

画３財団法人
神戸市民文化振興財団

神戸市中央区江戸町９２江戸町ＳＫビル７Ｆ
ＰＨＯＮＥ(078)332-3320

、

ノ
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うえおただお
く洋画家〉

神戸市東灘反存件

いまどきイタリアの旅と言
えば、たいていのコースに組
み入れられているアッシジは
イタリア半島の中央部に位置
するウンブルリア州にあり、
中世の山岳都市としてはあま
りにも有名だ｡ ' 9 0 年の３度目
の旅では、余裕のある滞在で
あったので少しはアッシジが
理解できたようである。
樹塊の造型の中にこれらの
風物を包み込んで、「樹精』
シリーズと題し、今しきりに
制作を続けている。

＝了

司頃

kdnSinstreetgaIIery<53〉

関西信用金庫
神戸市中央区下山手過２丁目１２－３〒6 5 0
P H O N E ( 0 7 8 ) 3 3Ｚ5 1 5 1㈹F a x ( 0 7 8 ) 3銅- 9 8 7 4

Ｆ一一雪ニーーニ

１１

Ⅱ

一世界の街角シリーズ
第８回上尾忠生

I ‘ときめきバンクかんしん, '

はr 共感･ 対話･ 信頼J を企業
理念として､ 地域の文化･ 芸
術の育成に努めております。
この叩かんしんストリート

ギャラリ- , . も芸術の香りを
ほのかに漂わせたｱ ｰ ﾄ ス
ポットとして､ 本年は､ 世界
の街角シリーズと題し、世
界の街角の風景を描いた作
品を紹介してゆきます。

蕊

樹精Ｉ〈イタリア･ アッシジ〉

可
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生田新道に面したストリートギャラリー
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＝

本社／〒6 5 l 神戸市中央区二宮町１丁目４－１５
念(078)241-2125㈹

2Ｆショールム／壷( 0 7 8 ) 2 2 2 - 5 8 8 1㈹（駐車場有り｡年中無休）
オーバ店／〒6 5 O 神戸市中央区北野町１丁目ＪＲ新神戸駅口３Ｆ

竃(078)262-2858㈹262-2859（年中無休）
ｵ ｰ ｶ ｽ ﾀ ブ諦店ソ〒6 5 O 神戸市中央区東川崎町１丁目８－１オーガスタプラザ3 Ｆ

念(078)360-6050
束京支店・大阪支店

申
し
上
げ
ま
す
。

ロイヤルジュエリーを数多く手
掛けた、ロイヤルデザイナー田居
克己。極めて芸術性の高い、気品
ある美しさを備えた作品をお届け
します。

森真珠株式会社

畷J
SpecialCollection
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曇｜
‐二章

麓
』

爵蕊

、
声
楽
家
〉
ヵ
典
ラ
・
米
田
定
蔵

ル
ド
ル
フ
・
ヤ
ン
セ
ン
の
弾
く
ピ
ア
ノ
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
の
っ
て
、
彼
女
の
ソ
プ
ラ
ノ
が
淡
々
と
静
か
に
流
れ
て
い
く
。
そ
の
歌

声
に
は
地
球
も
眠
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
の
一
音
の
残
響
が
ホ
ー
ル
中
を
満
た
し
て
い
く
そ
の
余
韻
を
聴
衆
は
い
つ
ま

で
も
忘
れ
な
い
。
５
月
沈
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
釜
洞
祐
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
－
私
の
好
き
な
歌

た
ち
ｌ
」
の
中
の
一
曲
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
『
子
守
歌
』
に
は
そ
ん
な
力
が
確
か
に
あ
っ
た
。

「
自
分
で
は
い
い
声
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
で
聞
く
と
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ま
す
（
笑
）
・
で
も
２
，
３
年
経
っ

て
か
ら
聞
き
返
す
と
、
私
も
い
じ
ら
し
い
努
力
を
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
（
笑
）
」
。
そ
の
成
果
は
「
ァ
モ
ー
ル
ー
ド
イ
ッ
歌
曲
集
１
」

（
Ｂ
Ｍ
Ｇ
ビ
ク
タ
ー
）
で
聞
く
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
近
々
日
本
歌
曲
を
録
音
す
る
予
定
も
あ
る
。

「
曲
と
の
出
会
い
は
人
と
の
出
会
い
と
同
じ
で
プ
ラ
ス
の
出
会
い
方
に
し
る
マ
イ
ナ
ス
の
出
会
い
方
に
し
ろ
、
そ
の
積
み
重
ね
が
自

分
の
生
き
て
き
た
証
明
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
話
す
釜
洞
さ
ん
は
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
歌
や
ピ
ア
ノ
に
親
し
み
、
高
校
生
の
と
き

に
は
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
た
と
い
う
。
た
だ
児
童
文
学
や
児
童
心
理
学
に
も
興
味
が
あ
り
ど
ち
ら
の
道
に
進
む
か
迷
っ
た
が
、
高
校
の

先
生
の
「
心
臓
が
強
い
し
声
も
強
い
か
ら
声
楽
家
に
向
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
一
言
で
、
神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部

へ
進
み
、
今
で
は
生
活
の
中
心
で
あ
る
ド
イ
ツ
と
日
本
と
の
往
復
に
忙
し
い
体
で
あ
る
。

無
垢
な
表
現
の
美
し
さ

, 鞠
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村松友覗
く作家〉

一守り古■ ･ _ デー産宝室

、
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識熱

一

cB,”mｌ&／
わたしとメガネ

☆

繕＃ γ雲=匙

ファッション神戸のメガネサロン
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ワ
神
戸
っ
子
趣

、
、

好
奇
心
が
、
世
界
水
準
の
研
究
に
ｌ
‐
ｌ
加
藤
征
史
郎
蕊
騨
教
授
〉
”
メ
ラ
米
田
定
蔵

神
戸
大
学
農
学
部
畜
産
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
。
ブ
タ
の
精
液
保
存
の
研
究
‐
開
発
を
進
め
て
い
る
。
現
在
日
本
で
一
般
的
に
飼

育
さ
れ
て
い
る
、
肉
質
の
よ
い
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
。
早
熟
で
多
産
、
生
ま
れ
た
子
の
生
存
率
の
高
い
中
国
豚
。
そ
れ
ら
を
か
け
合
わ
せ
、

両
方
の
有
益
な
遺
伝
素
質
を
受
け
た
『
経
済
効
率
の
良
い
ブ
タ
』
を
作
る
の
が
目
的
。
日
本
で
飼
育
し
て
い
る
牛
の
九
割
は
人
工
受

精
で
種
付
け
す
る
の
に
対
し
、
ブ
タ
に
お
け
る
そ
の
割
合
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。
ブ
タ
は
体
外
精
液
の
保
存
が
著
し
く

困
難
な
の
だ
。
優
れ
た
ブ
タ
を
作
る
た
め
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
操
作
を
行
う
に
は
ま
ず
、
精
子
の
体
外
保
存
法
を
確
立
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
ブ
タ
に
は
京
大
生
の
時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
京
大
農
学
部
は
和
牛
研
究
の
メ
ッ
カ
で
、
牛
に
関

す
る
研
究
題
材
、
デ
ー
タ
は
豊
富
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ブ
タ
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
私
が
、
と
い

う
好
奇
心
、
そ
し
て
偉
い
先
生
が
も
う
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
牛
の
研
究
よ
り
も
（
笑
）
、
ブ
タ
の
方
が
、
一
学
生
で
し
か
な
い
私
に
も

奥
深
く
踏
み
込
ん
で
い
け
る
と
考
え
た
の
で
す
」

土
、
日
で
も
ほ
と
ん
ど
研
究
室
に
い
る
と
い
う
加
藤
教
授
。
「
女
房
か
ら
は
、
無
趣
味
の
仕
事
人
間
と
言
わ
れ
ま
す
。
家
で
も
ブ
タ

の
話
ば
か
り
し
て
し
ま
っ
て
…
。
そ
う
そ
う
、
子
ブ
タ
の
写
真
が
あ
る
ん
で
す
。
見
ま
す
か
？
」
諜
棚
か
ら
取
り
出
し
て
き
た
数
冊

の
ア
ル
バ
ム
。
子
ブ
タ
の
ア
ッ
プ
写
真
を
指
し
「
ね
、
も
の
す
ご
く
可
愛
い
で
し
ょ
う
？
Ｌ
世
界
水
準
の
研
究
に
月
々
全
精
力
を
泳

ぎ
込
む
科
学
者
の
顔
が
、
一
気
に
ほ
こ
る
ん
だ
。
平
成
五
年
、
第
十
七
回
井
植
文
化
賞
科
学
技
術
部
門
受
賞
．

議
疹
側

ｆ
鈴
〉
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哩
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く
ら
し
に
文
字
を望月

美
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ある集い園望月書道芸術院

一
吋

一

議

℃
．
汀
、
ロ

隣
〆
蹴

一

－－

肯

凸

望
月
詳
道
芸
術
院
は
「
く
ら
し
に
文

字
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
平
成
四
年
六
月

二
十
五
周
年
を
盛
大
に
迎
え
ま
し
た
。

三
歳
の
幼
児
か
ら
九
十
歳
の
方
々
ま
で

六
百
人
位
の
集
り
で
す
が
、
展
覧
会
入

選
の
た
め
の
書
作
品
制
作
で
な
く
、
楽

し
く
書
と
対
話
を
し
、
色
々
な
人
々
と

の
出
会
い
、
日
々
好
日
の
雰
囲
気
の
中

で
心
豊
か
な
人
間
、
生
活
環
境
づ
く
り

に
必
死
で
す
。
書
の
伝
統
を
重
視
し
な

が
ら
も
、
和
歌
・
俳
句
・
詩
を
漢
字
・

か
な
と
自
由
に
表
現
し
て
交
流
を
深
め

て
ま
す
。
東
京
は
銀
座
で
関
西
は
尼
崎

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
チ
カ
ホ
ー

ル
・
須
磨
大
丸
な
ど
毎
年
ど
こ
か
で
展

覧
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
展
覧
会
場
は

連
日
盛
況
で
他
の
書
展
で
は
味
わ
え
ぬ

多
彩
さ
と
華
や
か
さ
、
楽
し
さ
が
一
般

の
方
々
に
は
大
変
好
評
で
す
。
年
一
回

は
大
池
聖
天
で
書
に
明
け
、
森
に
惑
れ

る
三
日
間
の
練
成
会
も
二
十
五
年
続
い

て
ま
す
。
「
書
を
世
界
に
」
と
毎
年
外

国
で
書
展
、
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
平
成
五
年
は
十
月
に
ド
イ
ツ

ブ
レ
ー
メ
ン
へ
十
一
月
に
は
台
北
故
宮

博
物
院
に
勉
強
会
に
出
掛
け
ま
す
。
世

界
の
ど
こ
の
国
に
も
な
い
漢
字
、
ひ
ら

が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
日
本
の
文
字
の
素

晴
ら
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
日
々
精
進
し
て

ま
す
。
今
日
は
日
本
文
化
の
味
を
神
戸

吉
兆
さ
ん
に
て
院
人
の
一
部
の
方
々
と

の
集
い
で
し
た
。

望
月
書
道
芸
術
院
三
十
周
年
に
向
か

っ
て
の
一
層
の
飛
躍
を
い
た
し
た
い
と

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

事
務
局

〒
醜
神
戸
市
兵
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区
氷
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町
二
丁
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望
月
書
道
芸
術
院
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参
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ニ
ュ
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第
ｎ
期
会
長
東
充

神
戸
青
年
商
業
者
会
談
は
、
昭
和
五

八
年
一
月
二
五
口
に
神
戸
市
中
小
企
業

指
導
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
地
域
小

嵩、

一
幸

犀
と
。
Ｅ‐Ｌ

一
幸

犀
と
。
Ｅ‐Ｌ

司

毎悪 ｡言 』』画可画可 6陶呂
、ノＱ

6陶呂
、ノＱ 一

鶴
「
’

下面亭

！

や計

1iｉ 蔀
｡｡

に
お
い
て
、
意
気
投
合
し
た
商
店
街
や

市
場
の
若
手
経
営
者
達
が
、
小
売
商
業

の
活
性
化
・
近
代
化
に
つ
い
て
語
り
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
広
い
視
野
と
見
識
を
養
っ
て
い

こ
う
と
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
設
立
趣
旨
で
あ
り
ま
す
「
商
業

が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
人
、
組
織
、
情
報
の
緊

密
な
相
互
交
流
と
研
究
、
実
践
活
動
を

通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
多
難
で
は
あ
っ

て
も
、
新
し
い
可
能
性
に
溢
れ
た
時
代

を
迎
え
撃
つ
た
め
の
諸
条
件
を
整
備
し

て
い
く
と
と
も
に
、
時
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
実
力
を
養
っ
て
い
く
。
」

を
基
本
理
念
と
し
ま
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
を
磨
く
た
め
の
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
、
毎
月
の
定
例
研
修
会
・
神
戸

商
人
塾
・
会
員
親
睦
交
流
会
等
を
基
本

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
、

周
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
新
た

な
気
持
ち
で
事
業
活
動
を
見
直
し
、
二

一
世
紀
を
担
え
る
小
売
商
業
の
在
り
方

を
探
る
た
め
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
見
識
を

養
い
、
商
業
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
に

を
目
標
に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
売
商
業
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し

ま
せ
ん
か
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
丁
目
八
’
四

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

総
務
部
能
力
開
発
課
（
西
井
）

竃
○
七
八
’
三
六
○
－
三
二
○
二

■

売
商
業
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
交
流
研
修
会
』

厩別
０
１
哩
融
冠
弓
剰
包
』

、
周
年
記
念
を
転
機
に

砦蔭垂営壬毒

者会議ある集い■神戸青年商業

砺１０瀞:：:１
F : Ⅲ＝

貢
献
で
き
る
人
間
形
成
を
目
指
す
活
動
」
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